
3年生の進路状況

就職状況はコロナ禍前の状況への回帰傾向


今年度も就職試験や専修学校への入学試験はほぼ終わりを迎え、残すは大学入学共通テ
ストなど大学や短期大学への入学試験となりました。12月16日現在の3年生の進路決定状
況をまとめてみると、就職の状況は新型コロナ感染症の流行以前の傾向に戻ってきている
ように見受けられます。 

①就職の状況

これまでに就職先が内定した人は57人となっており、民間企業への就職は49人、公務

員が8人となっております。今年度は公務員採用試験の合格者が多く、朝学習の時間を利
用した公務員採用試験対策を利用しながらしっかりと準備を重ねた成果が現れました。ま
た、県内民間企業への就職者数は27人、県外は22人となっておりますが、昨年度の民間
企業就職者数は県内が53人、県外が16人と圧倒的に県内就職が多かったことと比較する
と今年度は県外就職が大きく増加したことが分かります。コロナ禍前は県内就職と県外就
職の人数はほぼ同数でしたので、その傾向に戻ってきていると考えております。 

②進学の状況

進学先で最も多い専修学校に進学を決めた人は41人で例年とほぼ同じ人数となっていま

す。比較的合格が難しいと言われる国公立大学へ総合型選抜や学校推薦型選抜で進学を決
めた人は8人で、総合ビジネス科や工業技術科からも合格者が出ました。総合型選抜や学
校推薦型選抜は1年生からの様々な活動が総合的に評価された結果の合格となります。卒
業後の進路をどうするかを常に意識して、学校の様々な活動に毎日しっかりと取り組むこ
とがこれらの選抜の合格には非常に重要です。 
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県内就職のために 

 
　秋田県では若者の県
内定着を目指し、多く
の取り組みをおこなっ
ておりますが、その一
つとして、高校生が県
内企業の就職先を見つ
けるときに参考にして
もらおうと、県内企業
を紹介する様々な印刷
物を作っております。 
　例えば、「秋田県情
報関連企業ガイドブッ
ク」には、県内のソフ
トウェア開発会社や
Webデザイン会社など
がまとめられており、
県内の情報関連産業に
就いてみたい人には非
常に参考になる情報が
たくさん載っています｡ 
　これらの冊子やパン
フレットは進路指導室
に並べられていて、誰
でも気軽に見ることが
できます。県内就職を
考えていて、県内にど
んな企業があるのかを
手早く知りたいとき
は、ぜひ進路指導室を
訪れて、手にとって見
てみてください。

「良かった」と言えるように

高校生活も終わりが近づいていま
す。満足のいく終わり方をして、
将来振り返った時に「高校時代は
良かった。」と言える締めくくり
にしてください。

3年生へ

1年後をイメージしよう


まだ2年生だと思っていても、約
半年後には進路活動の本格的なス
タートです。自分は、来年の今頃
はどうしているのかを想像しなが
ら過ごしてください。

2年生へ

そろそろ将来の展望を

高校生活にも慣れ、家族との会話
も増えるこの冬休みに、将来のこ
とを家族と一緒にじっくりと考え
てみてください。早期の目標設定
が実現可能性を高めます。

1年生へ



「handy進路指導室」を利用して 
好意的な意見が大半を占める


民間企業に就職する際には業種や職種、企業を選んで採用試験を受験すること
になりますが、その際に必要不可欠なのは「求人票」です。従来、学校では求人
票のコピーをとり整理してまとめた上で教室や廊下、進路指導室等に置き、生徒
の皆さんはそれを見て受験する企業を選んでおりましたが、今年度は「handy進路
指導室」を導入してみました。これは、スキャナを使って求人票を電子ファイルに変換し、それをインターネット上のサ
イトに登録することによって、求人票の中の情報を自動的にデータ化してくれるサービスです。このサービスにより、以
前のように求人票を大量にコピーする必要がなくなったり、場所や時間に縛られることなく、スマートフォンやパソコン
を使って求人票の内容を見たりすることができるなど、いくつかの利点が得られます。 
　今回、3年生やその保護者の方々、並びに教員にこのサービスについての感想を聞いてみました。全部で21件の回答が
あり、その内「とても良かった」、「良かった」と回答した人が15人（71.4%）と好意的な意見が大半を占めました。
その理由としては、スマートフォンでアクセスできるので時間に関係なく家でも見られる、欲しい求人票が見つけやすく
いくつかの企業を比較検討することもできた、情報がわかりやすくまとめられているので調べやすい、親も求人票を見る
ことができて会社の内容を具体的に知ることができた、などが挙げられました。反面、今回のこのサービスの導入につ
いて保護者の皆様への説明が不足しており、保護者の方からは、「内容がよくわからない。」「何をどう利用したらい
いのかわからない。」という意見があり、今後、改善していきたいと思います。 
　このサービスは今後2年生に利用してもらい、来年の就職活動に向けての事前の企業研究に活用してもらいたいと考え
ています。 

令和7年度の大学入学共通テストの動き 
現1年生が受験する大学入学共通テストの検討がすでに始まっています


現在の1年生は新しい学習指導要領に沿って学習を進めており、そのことによって3年生の時に受験する大学や短大の
入学試験ではそれ以前とは違う内容で試験が実施されることになります。多くの受験生が受験する「大学入学共通テス
ト」においてもすでに2年後の実施に向けてさまざまな検討がされており、去る11月9日に現段階での検討状況が発表さ
れました。 
　多くの注目を集めた変更は、教科の「情報」の扱いで、「情報I」が正式に出題科目に定められました。さらに、11月
22日には試作問題が公表され、従来の教科に加えて、「情報」の問題も公表されました。その内容は、プログラミング
だけではなく、SNSやメール、Webサイトの利用や情報デザインについても出題があり、教科の学習内容全体をしっか
りとふまえたものになっています。 

　今後も検討内容についての多くの情報が公表されることになっています。受験で成功するためには、情報
を早く手に入れてそれに合わせてすぐに準備を開始するのが鉄則です。1年生は、今後の動きに注目をして
おいてください。

湯沢翔北高校　進路指導部	 2022年12月23日

壁の意味

私たちは様々な感情を抱えながら日々生活していますが、「快」と「不快」の感情を考えると、なるべく不快な感

情は避けて、快を感じながら毎日を送りたいと思っている人が多いと思います。不快な感情はストレスの要因とな
り、それが日常的に続くと病気の原因ともなってしまいます。しかしながら、その不快な感情はメリットになる場合
もあるようです。少し前のことになりますが、5月30日の魁新聞にオスロ在住のジャーナリストである鎧麻樹さんに
よる語学学習についての記事がありました。彼女は八つ目の言語を勉強しているということですが、勉強している言
語でコミュニケーションがうまくできなくて悔しい思いをしたり、思い出せなかったり、何度も忘れてしまったりなど、語学を学習している人であれ
ば誰でも経験する不快な気持ちを「それは学習者にとって宝物のような体験」と述べています。そのような出来事は学習者の不十分なところを示すだ
けでなく、語学スキルを磨くために何度も体験したい瞬間であり、人として、学習者として成長するための糧となるということです。「勉強中に何度
もぶち当たる壁は『そんなに悪いものでもないな』と捉え、進み続けてほしい。」このような考え方は、語学学習だけではなく、どんな知識やスキル
を身につける際にも当てはまることのように感じます。不快な感情に負けずに辛抱強く取り組み続けること。物事の成否は、能力よりも性格がカギを
握っているように見えます。(菊地)
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